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シンポジウム
パ ー トナ ー シ ッ プの理論と研究の現状
■なぜ , パ ー トナ ー シ ップが重要なのか
1960年代終わり頃の消費者運動の進展とともに, 人 々
が治療に対する 自己決定を望む よう にな っ た ｡ ま た ,
1978年 , ⅥrH O とユ ニ セ フ による プライ マ リ ヘ ル ス ケ ア
国際会議にお い て , 健康問題に対 して 人 々 の 自助と自
己決定のもとに ヘ ル ス サ ー ビス を提供するために, 個人や
家族, 保健 ･ 教育 ･ 産業等の 多分野, 国が協力する必要
性が示され た｡ 人 の 行動変容には自己決定が必要であり,
有効 で もある ｡ こう した背景か ら, 医療提供者と利用者
の 関係性にお い て パ ー トナ ー シ ッ プが重視され てきた 1)｡
■実践報告におけるパ ー トナ ー シ ップの概念の多様性
国外で は, 主体的に健康生成に取り組むため の支援 を
必要とする人 々 と保健医療専門職の パ ー ト ナ ー シ ッ プ に
関する報告が多 い ｡ 国内で は障害を有する人 々 , 一 般住
民と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ に関する報告が 多 い ｡ し か し実
践報告の 中で パ ー トナ ー シ ッ プ に関する定義は少な い ｡
パ ー ト ナ ー シ ッ プ には多数の 定義があり2), 看護師と
患者の パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 構成要素と過程は明らか で
な い ｡ また パ ー トナ ー は個人か ら組織 レ ベ ル ま で あり,
パ ー トナ ー の 自発性に関して も, 組織間の 提携や連合か
ら, 積極的な協働や負担を引き受ける関係性まで多様で あ
る｡ パ ー トナ ー シ ッ プの 目的も, 問題解決, 健康に関する
キ ャ ン ペ ー ン , 知識交換や共有のためS, 多様 である2)｡
こう した実践及び研究の状況が, パ ー トナ ー シ ッ プ に
関する概念の 共有を阻害し, 多様な分野の 人 々 や組織の
パ ー トナ ー 間で , 歯且齢や乱蝶が生 じる 一 因と考えられる｡
■パ ー トナ ー シ ップはどのような関係性か
パ ー ト ナ ー シ ッ プは ｢共通 の 目的を達成するために対
等な立場で協力しあう こと｣ と いう意味で用 い られる例
が多く, 2人以上 の 人間ある い は組織等にお い て , リ ス
クと利益を分かち持 つ 関係性にある状態, ま た W H O は3),
健康に関する効果を分かちあ い , 自発的な同意のもとに
協働する状態を示 して い る ｡
こ れ ら の 語意や 語法にみ られ るよう に, パ ー ト ナ ー
シ ッ プ は行政と住民, 専門職者と患者, ある い は専門職
者間の 関係性に つ い て , 民主的で比較的望まし い イ メ ー
ジ をも っ た概念と して広範に用 い られ て い る ｡ しか し実
態は , 各参画者が提供した情報が , ほ とん ど影響 しな い
等 の ように , 見かけの パ ー ト ナ ー シ ッ プもみられる｡
パ ー トナ ー シ ッ プの 関係性には, 常 に変動し, 形成期
から機能するまで の動的な過程がある4)｡ 当初か ら看護
職と対象者が意欲的に協働し, 常に対等な関係性にある
とは限らな い ｡ 対象者が看護職との パ ー トナ ー シ ッ プを
望むとも限らな い 5)｡ また問題が解決しな い こ ともある｡
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I ｢パ ー トナ ー シ ッ プ｣ を構成する概念
看護師と患者の パ ー ト ナ ー シ ッ プ に関する概念分析で
は, キ ー となる こ とは パ ー トナ ー 間 で パ ワ ー を分かち持
つ こ とと n egotiatio nと報告し て い る
4)
｡ 目 的に関する認
識の違 いを共有し, 合意に至る過程は , パ ー トナ ー シ ッ
プを構成するキ ー 概念 の 1 つ と考えられ る｡
望ま し い パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 意味 で , c ollabo r ativ e
pa rtn e rship と い う表現を用 い t 看護 の対象者の立場から
目標 を設定し, パ ー ト ナ ー 全員が積極的に協力し合意し
なが ら, そ の 目標を達成 しようとする こと定義した研究
もある ｡ 構成要素と し て , パ ワ ー を分かち持 つ , 相互 に
パ ー トナ ー シ ッ プを構築しようと いう意思をもち敬意を
示す, 相互 に評定 したり批判するよりも受容的で ある
,
明確な 目的 ･ 目標が設 定され なくて も唆昧さ を受け入
れ, ともに状況を受け入れ る, 自分を取り巻く状況を認
識する こと をあげて い る6)0
こ れ ら の 研究は , ｢パ ー ト ナ ー シ ッ プ｣ の概念で は,
目的 ･ 目標すなわち協働して 取り組む課題の 設定過程に
焦点が ある ことを示 して い る ｡ 看護職と パ ー ト ナ ー が,
自分たちを取り巻く状況の 認識を基盤に, 相互 に敬意を
もち受容 しあ い , 即断即決と い うよりも相互 の時間の 因
子を大切にする関係性 知識 ･ 情報と い う パ ワ ー を共有
できるように伝えあ い , 時々 刻々 の パ ワ ー バ ラ ン ス に配
慮しなが ら
, 協 同 で意思 決定を重ねて い く関係性と い え
る ｡ こうした相互 の 知識 ･ 技術 の 範囲の 拡大をともなう
パ ー ト ナ ー シ ッ プ によりt 対象者自身の 目標の 自己決定
と自律の ため の 力量形成が なされる｡
■パ ー トナ ー シ ップに関連する要因と看護職の役割
看護の 対象者の 意思決定や パ ー ト ナ ー シ ッ プ形成 へ の
意欲は
,
治療 へ の 意欲, 病状, 知識及び看護職の情報提
供により異なる ｡ また , パ ー ト ナ ー 同士 の 性格や状況,
施設ある い は在宅等の 環境も関連する ｡ し たが っ て , 看
護職者が各々 の パ ー トナ ー に働きかけ, こ れ らの 要因を
調整 しながら, パ ー トナ ー シ ッ プ形成を支援する必要が
ある｡
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